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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

石狩市では、平成27年度以降の市の子育て支援の方向性を定める「子ども・子育て支

援事業計画」を策定します。そこで、市民の皆さまに、教育・保育サービスの利用意向

や子育て支援に関するご意見などをお聞かせいただきたく、アンケート調査を実施する

ことにいたしました。 

 

 

２ 調査方法 

平成25年11月から12月にかけて実施し、市の就学前の子どもがいる世帯2,237世帯に

配布し、873世帯分を回収しました。回収率は39.0％でした。また、873世帯の児童総数

は、1,532人でした。 

 

調査期間 平成25年11月29日～平成25年12月27日 

配布数 回収数（有効回収数） 回収率 

2,237 票 873 票 39.0％ 

 

 

３ 留意点 

①設問のなかには前問に答えた人のみが回答する「限定設問」があり、その設問におい

ては表中の回答者数が全体より少なくなっています。 

②設問には１つのみ答える単数回答と、複数回答があり、複数回答の設問では表記の割

合の合計が 100％を超えます。 

③割合は選択肢ごとに少数第一位で四捨五入しているため、表によってはその割合の合

計が 100％にならないものがあります。 

④複数回答における無回答の選択肢については表記を省略しています。 

 

 

 

 

 

 

  



 

２ 

 

1. 母親
783

89.7%

2. 父親
85

9.7%

3. その他
3

0.3%

無回答
2

0.2%

人数 割合

0歳 163 10.6%

1歳 161 10.5%

2歳 175 11.4%

3歳 165 10.8%

4歳 187 12.2%

5歳 264 17.2%

1年生 111 7.2%

2年生 97 6.3%

3年生 100 6.5%

4年生 47 3.1%

5年生 33 2.2%

6年生 24 1.6%

無回答 5 0.3%

合計 1532 100.0%

人数 割合

1.　石狩 43 4.9%

2.　花川 128 14.7%

3.　生振 4 0.5%

4.　南線 209 23.9%

5.　花川南 184 21.1%

6.　紅南 87 10.0%

7.　八幡 9 1.0%

8.　緑苑台 123 14.1%

9.　双葉 55 6.3%

10.　厚田 6 0.7%

11.　望来 4 0.5%

12.　聚富 6 0.7%

13.　浜益 9 1.0%

無回答 6 0.7%

合計 873 100.0%

Ⅱ 調査結果概要 

【回答いただいた方：問１(３)】 

本調査に回答いただいた方の、 

約 9 割は母親となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=873 

 

 

 

【お子さんの年齢・学年の分布：問１(１)】  【お住まいの小学校区：問１(６)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答のあった児童数としては、5 歳児が最も多くなっています。また、今回の調査

は就学前児童がいる世帯に対してのものだったため、就学児童については年下のきょ

うだいがいるお子さんのみであり、就学前児童に比べると少なくなっています。 

小学校区は、「南線」が最も多く、次いで「花川南」「花川」「緑苑台」と続きます。 

  



 

３ 

 

1. 就労している

（フルタイム）
186

21.3%

2. 就労している

（フルタイムで育

休・介護休業中）
31

3.6%

3. 就労している

（パート・アルバ

イト等）
252

28.9%

4. 就労している

（パート・アルバ

イト等で、産休・

育休・介護休業

中）
9

1.0%

5. 以前は就労し

ていたが、現在は

就労していない
348

39.9%

6. これまでに就

労したことがない
38

4.4%

無回答
9

1.0%

就労している

（フルタイム）
158

16.7%

就労している（フル

タイムで

育休・介護休業中）
23

2.4%

就労している

（パート・アルバイ

ト等）
227

23.9%

以前は就労して

いたが、現在は

就労していない
466

49.2%

これまでに就労した

ことがない
66

7.0%

その他
8

0.8%

1. 就労している

（フルタイムで産

休・育休・介護休

業中ではない）
785

89.9%

3. 就労している

（フルタイム以外

で、産休・育休・

介護休業中ではな

い）
4

0.5%

5. 以前は就労し

ていたが、現在は

就労していない
6

0.7% 無回答
78

8.9%

調査項目：就労状況について 

 

【母親：問２-１】 

 約 5 割の母親が、就労中（育休など含め） 

と回答しています。 

 平成 20 年調査時が約 4 割だったことを 

考えると、母親が以前よりも就労している 

といえます。 

 

 

 

 

 

 

n=873 

【参考】平成 20 年調査時 

                  n=948 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親：問２-２】 

 父親については、約 9 割が就労しており、 

育児休業などをとっている方もわずかでした。 

 

 

 

 

n=873  



 

４ 

 

1. フルタイムへ

の転換希望があ

り、実現できる見

込みがある
21

8.0%

2. フルタイムへ

の転換希望はある

が、実現できる見

込みはない
65

24.9%

3. 保育所が利用

できればフルタイ

ムに変えたい
7

2.7%

4. パート・アル

バイト等の就労を

続けることを希望
139

53.3%

5. パート・アル

バイト等をやめて

子育てや家事に専

念したい
10

3.8%

無回答
19

7.3%

1. 子育てや家事

などに専念したい

(就労の予定はな

い)

62
16.1%

2. 将来的に、一

番下の子どもが

( )歳になった

ころに就労したい
214

55.4%

3. すぐにでも、

もしくは１年以内

に就労したい
85

22.0%

無回答
25

6.5%

【パート・アルバイト等の母親の就労希望：問３-1】 

 現在パート・アルバイトの母親の、約５割がそのままパート・アルバイトでの就労

を望んでおり、フルタイムへの転換を希望しているのは約 3 割（実現の見込みの有無

の合計）でした。家事に専念したいと答えたのは、わずかに 3.8％でした。 

 

n=261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【未就労の母親の就労希望：問４-１】 

 現在未就労の母親の約６割が子どもがある程度成長した時点で就労したいと回答

しています。 

 

n=386 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれの問も、父親については対象者が少ないため、後掲の表をご参照ください。 

  



 

５ 

 

1. 働いていな

かった
401
46%

2. 取得した（取

得中である）
167
19%

3. 取得して

いない
243
28%

無回答
61
7%

1. 働いていな

かった
5

1%
2. 取得した

（取得中であ

る）
8

1%

3. 取得して

いない
719
87%

無回答
89

11%

24.7%

12.3%

0.4%

6.6%

4.5%

11.5%

9.9%

3.7%

41.6%

29.6%

4.5%

0.8%

2.9%

9.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

2. 収入減となり、経済的に苦しくなる

3. 配偶者が育児休業制度を利用した

4. 仕事が忙しかった

5. （産休後に）仕事に早く復帰したかった

6. 仕事に戻るのが難しそうだった

8. 保育所などに預けることができた

9. 配偶者が家事に専念できる、親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

10. 子育てや家事に専念するため退職した

11. 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に

定めがなかった）

12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさな

かった

13. 育児休業を取得できることを知らなかった

14. 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

15. その他

無回答

調査項目：育児休業などについて 

 

育児休業の取得状況：問６ 

【母親】                 【父親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ｎ＝872             ｎ＝821 

 

 育児休業は、母親が約 2 割取得しているにとどまっています。 

 

育児休業を取得しなかった理由：問６-１ 

【母親】取得しなかった母親の約 4 割が、子育てや家事に専念するために退職してい

ます。一方で、そもそも「職場に育児休業の制度がなかった」や「職場に育児休業

を取りにくい雰囲気があった」の回答が、２～３割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

６ 

 

28.2%

31.8%

13.1%

26.3%

0.6%

7.1%

5.4%

2.2%

37.7%

0.3%

19.6%

0.3%

2.1%

0.1%

4.6%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

2. 収入減となり、経済的に苦しくなる

3. 配偶者が育児休業制度を利用した

4. 仕事が忙しかった

5. （産休後に）仕事に早く復帰したかった

6. 仕事に戻るのが難しそうだった

7. 昇給・昇格などが遅れそうだった

8. 保育所などに預けることができた

9. 配偶者が家事に専念できる、親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

10. 子育てや家事に専念するため退職した

11. 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に

定めがなかった）

12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさな

かった

13. 育児休業を取得できることを知らなかった

14. 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

15. その他

無回答

【父親】約 4 割の父親が「配偶者が家事に専念できる、親族にみてもらえるなど、制

度を利用する必要がなかった」と回答しており、働くのに専念できる環境があるた

めに取得しなかったことがわかります。一方で、「収入減となり、経済的に苦しく

なる」「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が約 3 割を占めるなど、子

育てをしたくてもできない現状の方が少なくないこともわかります。 

 

 

 

n=243 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児支援制度の認知状況：問６-２ 

 育児休業制度、保険料免除など、 

金銭的な育児支援については、「いずれも 

知らなかった」と答えた方が約 4 割と 

最も多く、今後の周知へ課題を感じる 

結果となりました。 

 

 

n=873 

 

 

  



 

７ 

 

43

76

101

46

76

101

0 20 40 60 80 100

3歳

4歳

5歳

現在利用

今年度の希望

29.3%

19.9%

5.2%

24.0%

0.3%

8.1%

1.3%

2.6%

0.1%

5.3%

5.9%

26.6%

20.2%

5.3%

26.8%

0.4%

8.6%

1.0%

2.4%

0.3%

4.7%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこにも預けていない

市内の幼稚園

市外の幼稚園

市内の認可保育園

市外の認可保育園

市内の認定こども園（花川南幼稚園・保育園）

事業所内保育施設

認可外保育施設

いしかりファミリー・サポート・センター

その他

無回答

現在利用

今年度の希望

調査項目：幼稚園・保育園の利用について 

 

平日利用しているサービスと利用の希望：問７-１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=1104 

 

 

 

平日利用しているサービスと今年度の希望を聞いたところ、市内の幼稚園、保育園、

認定こども園それぞれにおいて、現状をわずかに上回るニーズが見て取れました。 

 

幼稚園の利用と希望 

上記のグラフから、特に 

市内の幼稚園の利用と希望を 

年齢別に切り出して見てみると、                 n=616 

3 歳児において、わずかに 

希望が利用を上回っています。 

 

  



 

８ 

 

22

31

51

50

41

70

34

37

57

56

41

71

0 20 40 60 80 100

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

現在利用

今年度の希望

4

8

6

11

29

31

6

9

8

11

29

32

0 20 40 60 80 100

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

現在利用

今年度の希望

認可保育園の利用と希望 

また、特に認可保育園に 

ついて年齢別に切り出して 

見てみると、特に 0 歳児に 

おいて、希望が利用を 

上回っていることが 

わかります。 

 

 

 

 

n=1104 

 

 

 

 

認定こども園の利用と希望 

特に認定こども園に 

ついて年齢別に切り出して 

見てみると、利用と希望が 

ほぼ同数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

n=1104 

 

総合的にみると、石狩市の現状として、とりわけ低年齢の児童の認可保育園ニーズ

に、需給とのギャップが見られるといえます。 

 

  



 

９ 

 

1. 利用していない

が利用したい
162

18.6%

2. すでに利用して

いるが利用日数を増

やしたい
70

8.0%

3. 新たに利用した

り、利用日数を増や

したいとは思わない
514

58.9%

無回答
127

14.5%

人数 割合

1日 31 19.1%

2日 26 16.0%

3日 9 5.6%

4日 37 22.8%

5日 5 3.1%

6日 5 3.1%

8日 15 9.3%

10日 3 1.9%

12日 5 3.1%

15日 1 0.6%

16日 1 0.6%

20日 3 1.9%

24日 1 0.6%

無回答 20 12.3%

合計 162 100.0%

人数 割合

3日 2 2.9%

4日 16 22.9%

5日 1 1.4%

8日 7 10.0%

10日 1 1.4%

12日 10 14.3%

16日 1 1.4%

20日 1 1.4%

25日 1 1.4%

無回答 30 42.9%

合計 70 100.0%

47

19

18

2

38

50

20

20

4

7

0 20 40 60

５歳

小学1年生

小学2年生

小学3年生

小学4年生

小学5年生

小学6年生

現在利用

来年度の希望

調査項目：放課後児童クラブ（放課後児童会）について 

 

放課後児童クラブ（放課後児童会）の利用と希望：問 14 

 市内の放課後児童クラブは、小学校 

1～3 年生が対象であり、低学年の利 

用が圧倒的に多い結果になっています。 

 また、全学年において、希望が利用 

をわずかに上回っています。 

 

 

 

n=412（現在利用） 

n=676（来年度の希望） 

 

 

 

調査項目：地域子育て支援拠点（子育て支援センター、子育てひろば）について 

 

今後の利用希望について：問 20 

新たに利用したり、利用を増やしたいと思われる方は、全体の約 3 割であり、週 1

日程度をイメージしたと思われる月 4 日の利用希望が最も多くなっています。 

 

月当たりの利用希望 

利用していないが利用したい 利用日数を増やしたい 

 

 

 

 

n=873 

 

 

 

  



 

１０ 

 

32.5%

26.3%

35.6%

25.9%

68.2%

10.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 妊娠中に気軽に健康相談できる窓口

があること

2. 妊娠中の健康管理に関する情報提供

が得られること

3. 妊婦同士の交流機会があること

4. 親となる心がまえや子どもとの関わ

り方などに関する学習機会があること

5. 経済的支援の充実

6. 特に望むことはない

7. その他

26.2%

57.8%

3.2%

12.7%

14.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる

2. 緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

3. 日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

4. 緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人が

いる

5. いずれもない

無回答

調査項目：子育て環境について 

 

お子さんをみてもらえる親族・知人はいるか：問 17 

「いずれもない」と答えた方が、14.1％いましたが、残りの 8 割強の方が、親族や

知人にお子さんをみてもらえる環境にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=873 

 

 

 

妊娠から出産期に対して、望む支援：問 18 

「経済的支援の充実」が約 7 割と群を抜いて多く、健康相談や、産後のお子さんと

の接し方よりも、金銭的な負担に不安を感じている傾向が見られます。 

 

 

 

n=873 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１１ 

 

53.5%

38.1%

16.5%

31.0%

41.5%

13.1%

32.6%

14.7%

9.4%

6.1%

1.9%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. しつけ・育児方法・接し方のこと

2. 子どもの健康や性格に関すること

3. 子どもの幼稚園や保育所に関すること

4. 子どもの遊び場・生活環境に関すること

5. 通学時等、子どもだけでいるときの安全性

6. 子どもとふれあう時間が少ない

7. 仕事と育児の両立に関すること

8. 趣味や付き合いなど自分の時間が少ない

9. 配偶者の協力が少ない

10. 子どもを通じた近所付き合いが

わずらわしい

11. その他

12. 特にない

42.6%

28.8%

23.4%

24.6%

17.2%

11.4%

26.1%

17.4%

8.3%

5.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しつけ・育児方法・接し方のこと

子どもの健康や性格に関すること

子どもの幼稚園や保育所に関すること

子どもの遊び場・生活環境に関すること

子どもにとって危険なことが多い

子どもとふれあう時間が少ない

仕事と育児の両立に関すること

趣味や付き合いなど自分の時間が少ない

配偶者の協力が少ない

子どもを通じた近所付き合いが

わずらわしい

その他

80.9%

66.4%

47.5%

24.7%

2.5%

16.3%

5.3%

0.0%

4.2%

3.3%

5.7%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 配偶者

2. 祖父母やその他の親族

3. 近所の友人・知人

4. 幼稚園や保育所の親仲間

5. 子育てサークルの仲間

6. 保育士や幼稚園の先生

7. 子育てボランティア

8. ベビーシッター・家政婦

9. 医師・保健師など医療保健関係者

10. 公的な相談機関の人

11. その他

無回答

子育てする中で、経済的な面以外に不安に思うこと：問 21 

「しつけ・育児方法・接し方のこと」や「子どもの健康や性格に関すること」「仕事

と育児の両立に関すること」といった日常的な子育てのことへの不安が増加しています。 

また「子どもの遊び場・生活環境に関すること」「通学時、子どもだけでいるときの

安全性」など、都市環境のことに関する不安も増加しています。 

一方で、「子どもの幼稚園や保育所に関すること」は減少しており、子どもの社会生

活よりも、子どもとの日々の暮らしへの不安がより高まっている傾向が見られます。 

 

【今回】                  【前回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ｎ＝873                ｎ＝993 

 

子育ての悩みの相談相手：問 22 

約 8 割の方が「配偶者」を選択しています。 

また、親族知人を除くと、「保育士や幼稚園の先生」が最も多く、16.3％の方が選択

しています。 

 

 

 

 

n=873 

 

  



 

１２ 

 

23.7%

29.2%

4.5%

1.1%

17.0%

69.9%

19.1%

4.6%

2.3%

5.3%

1.0%

5.8%

2.3%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 家族・知人を通じて

2. 幼稚園や保育所を通じて

3. 町内会・子ども会などを通じて

4. 所属しているサークルなどを通じて

5. 健診を通じて

6. 広報紙を見て

7. 子育てガイドブック（ネット会議発行）を見て

8. 子育てネットマガジンを見て

9. あい・ボードを見て

10. ポスター・パンフレットを見て

11. 新聞を見て

12. インターネット・ラジオ・テレビを通じて

13. その他

無回答

21.9%

29.4%

5.5%

2.2%

22.9%

63.1%

32.9%

3.7%

7.3%

1.7%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・知人を通じて

幼稚園や保育所を通じて

町内会・子ども会などを通じて

所属しているサークルなどを通じて

健診を通じて

広報紙を見て

子育てガイドブック（ネット会議発行）を見て

子育てネットマガジンを見て

ポスター・パンフレットを見て

新聞を見て

インターネット・ラジオ・テレビを通じて

感じる
52

6.1%

やや感じる
230

27.0%

５年前とあまり変わ

らない
113

13.3%

あまり感じない
148

17.4%

感じない
77

9.0%

住み始めて間もない

等でわからない
232

27.2%

1. 感じる
61

7.0% 2. やや感じる
106

12.1%

3. ４年前とあ

まり変わらない
128

14.7%

4. あまり感じ

ない
92

10.5%

5. 感じない
57

6.5%

6. わからな

い
420

48.1%

無回答
9

1.0%

子育て情報の入手経路：問 23 

「広報紙を見て」が増加している反面、「子育てガイドブックを見て」が大きく減

少しています。また、「健診を通じて」も減少が見られます。 

 

【今回】                  【前回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ｎ＝873                ｎ＝993 

 

子育てしやすいまちになったと感じるか：問 24 

「感じる」「やや感じる」の合計が、前回の調査時に   【今回】 

比べ少なく、約 2 割ほどになっています。 

（前回約 3 割） 

一方で、「あまり変わらない」や「あまり感じない」 

「感じない」の合計も前回の調査時に比べ少なく、 

約 3 割ほどになっています。（前回約 4 割） 

全体として「わからない」という回答が、 

大幅に増加する結果となっています。 

（約 3 割 → 約 5 割） 

 
 

ｎ＝873 

【前回】 

 

 

                  ｎ＝852 

  



 

１３ 

 

47.3%

44.3%

16.2%

25.1%

20.4%

6.0%

23.4%

8.4%

17.4%

10.2%

2.4%

28.7%

16.8%

1.8%

7.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 広報紙やホームページの子育て情報の内容がいい

2. 地域子育て支援拠点が充実している

3. 子育てボランティアが助けてくれる

4. 低年齢児への保育ニーズが充実している

5. 体調の悪い子どもを預けられる施設がある

6. 障がいのある子どもとその家庭への支援が

充実している

7. 子育ての悩みを相談できる機関がある

8. 不登校やいじめについて相談できる機関がある

9. 児童館が充実している

10. 放課後児童クラブが充実している

11. 育児休業制度や再雇用制度などにより、

育児をしながら働きやすい環境である

12. 医療費助成制度が充実している

13. 遊び場が充実している

14. 子どもの安全への十分な配慮がある

15. その他

無回答

石狩市のどんなところが、子育てをしやすいと感じるか：問 25 

石狩市が子育てをしやすいと感じている方の中では、「広報紙やホームページの子育

て情報の内容がいい」（47.3%）「地域子育て支援拠点が充実している」（44.3%）と

いったポイントを評価している方が多い傾向が見られました。 

 

 

 

 

ｎ＝167 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１４ 

 

39.0%

15.5%

9.0%

19.9%

13.0%

18.1%

4.0%

4.0%

3.2%

12.6%

21.3%

13.0%

27.1%

34.7%

23.8%

19.1%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 子育て情報が少ない

2. 地域子育て支援拠点が充実していない

3. 子育てボランティアなど、子育てを支援してくれ

る人がいない

4. 低年齢児への保育ニーズが充実していない

5. 幼稚園・保育所で預かってくれる時間が短い

6. 体調の悪い子どもを預けられる施設がない

7. 障がいのある子どもとその家庭への支援が充実し

ていない

8. 子育ての悩みを相談できる機関がない

9. 不登校やいじめについて相談できる機関がない

10. 児童館が充実していない

11. 放課後児童クラブが充実していない

12. 育児をしながら働ける環境ではない

13. 医療費助成制度が充実していない

14. 遊び場が充実していない

15. 子どもの安全への十分な配慮がない

16. その他

無回答

石狩市のどんなところが、子育てをしにくいと感じるか：問 26 

石狩市が子育てをしにくいと感じている方の中では、「子育て情報が少ない」（39.0%）

「遊び場が充実していない」（34.7%）といったポイントをマイナスに評価している方

が多い傾向が見られました。 

 

 

 

ｎ＝277 

 

 

  



 

１５ 

 

人数 割合

1.　母親 783 89.7%

2.　父親 85 9.7%

3.　その他 3 0.3%

無回答 2 0.2%

合計 873 100.0%

人数 割合

1.　両親 812 93.0%

2.　父親だけ 1 0.1%

3.　母親だけ 52 6.0%

無回答 8 0.9%

合計 873 100.0%

人数 割合

0歳 163 10.6%

1歳 161 10.5%

2歳 175 11.4%

3歳 165 10.8%

4歳 187 12.2%

5歳 264 17.2%

1年生 111 7.2%

2年生 97 6.3%

3年生 100 6.5%

4年生 47 3.1%

5年生 33 2.2%

6年生 24 1.6%

無回答 5 0.3%

合計 1532 100.0%

Ⅲ 調査結果 

１ お子さんとご家族の状況について 

問１ お子さんとご家族の状況をお答えください。 

（１）小学生以下のお子さん全員の年齢・学年 

小学生以下のお子さん全員の年齢・学年は、以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（２）末子の生年月は省略します。 

（３）回答者 

回答者は、「1. 母親」（89.7％）が最も多く、約９割となっています。 

 

 

 

（４）保護者 

保護者は、「1. 両親」（93.0％）が最も多く、約９割となっています。 

 

 

 



 

１６ 

 

人数 割合

1.　父母ともに 448 51.3%

2.　主に母親 416 47.7%

3.　主に父親 1 0.1%

4.　主に祖父母 4 0.5%

無回答 4 0.5%

合計 873 100.0%

人数 割合

1.　石狩 43 4.9%

2.　花川 128 14.7%

3.　生振 4 0.5%

4.　南線 209 23.9%

5.　花川南 184 21.1%

6.　紅南 87 10.0%

7.　八幡 9 1.0%

8.　緑苑台 123 14.1%

9.　双葉 55 6.3%

10.　厚田 6 0.7%

11.　望来 4 0.5%

12.　聚富 6 0.7%

13.　浜益 9 1.0%

無回答 6 0.7%

合計 873 100.0%

（５）主な養育者 

主な養育者は、「1. 父母ともに」（51.3％）が最も多く、次いで「2. 主に母親」（47.7％）

と続きます。 

 

 

 

 

（６）お住まいの小学校区 

お住まいの小学校区は、以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１７ 

 

人数 割合

1.　就労している（フルタイム

で産休・育休・介護休業中

ではない）

186 21.3%

2.　就労している（フルタイム

で育休・介護休業中）
31 3.6%

3.　就労している（パート・ア

ルバイト等で、産休・育休・

介護休業中ではない）

252 28.9%

4.　就労している（パート・ア

ルバイト等で、産休・育休・

介護休業中）

9 1.0%

5.　以前は就労していたが、

現在は就労していない
348 39.9%

6.　これまでに就労したこと

がない
38 4.4%

無回答 9 1.0%

合計 873 100.0%

人数 割合

1.　就労している（フルタイム

で産休・育休・介護休業中
ではない）

785 89.9%

3.　就労している（パート・ア

ルバイト等で、産休・育休・
介護休業中ではない）

4 0.5%

5.　以前は就労していたが、
現在は就労していない

6 0.7%

無回答 78 8.9%

合計 873 100.0%

２ 保護者の就労状況について 

問2 現在の就労状況をおうかがいします。 

問 2-1 母親の就労状況 

母親の就労状況については、「5. 以前は就労していたが、現在は就労していない」（39.9％）

が最も多く、次いで「3. 就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業

中ではない）」（28.9％）、「1. 就労している（フルタイムで産休・育休・介護休業中ではな

い）」（21.3％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-2 父親の就労状況 

父親の就労状況については、「1. 就労している（フルタイムで産休・育休・介護休業中で

はない）」（89.9％）が最も多く、約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１８ 

 

人数 割合

1.　フルタイムへの転換希

望があり、実現できる見込
みがある

21 8.0%

2.　フルタイムへの転換希

望はあるが、実現できる見

込みはない

65 24.9%

3.　保育所が利用できれば
フルタイムに変えたい

7 2.7%

4.　パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望
139 53.3%

5.　パート・アルバイト等を

やめて子育てや家事に専
念したい

10 3.8%

無回答 19 7.3%

合計 261 100.0%

人数 割合

1.　フルタイムへの転換希

望があり、実現できる見込

みがある

1 25.0%

2.　フルタイムへの転換希
望はあるが、実現できる見

込みはない

1 25.0%

4.　パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望
2 50.0%

合計 4 100.0%

問3 フルタイムへの転換希望はありますか。 

   ※問2-1、2-2で、「3．」「4．」の「パート・アルバイト等」を選択した方について 

問 3-1 母親 

フルタイムへの転換希望については、「4. パート・アルバイト等の就労を続けることを希

望」（53.3％）が最も多く、「2. フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはな

い」（24.9％）、「1. フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（8.0％）と

続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

問 3-2 父親 

フルタイムへの転換希望については、「4. パート・アルバイト等の就労を続けることを希

望（50.0％）が最も多く、５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１９ 

 

人数 割合

1.　子育てや家事などに専

念したい(就労の予定はな
い)

62 16.1%

2.　将来的に、一番下の子

どもが( 　　)歳になったころ
に就労したい

214 55.4%

3.　すぐにでも、もしくは１年
以内に就労したい

85 22.0%

無回答 25 6.5%

合計 386 100.0%

人数 割合

1歳 7 3.3%

2歳 8 3.7%

3歳 49 22.9%

4歳 29 13.6%

5歳 10 4.7%

6歳 45 21.0%

7歳 32 15.0%

8歳 8 3.7%

9歳 2 0.9%

10歳 11 5.1%

12歳 5 2.3%

13歳 3 1.4%

無回答 5 2.3%

合計 214 100.0%

問4 就労したいという希望はありますか。 

   ※問2-1、2-2で、「5．」「6．」を選択した、現在就労していない方について 

問 4-1 母親 就労希望状況 

就労希望については、「2. 将来的に、一番下の子どもが( )歳になったころに就労したい」

（55.4％）が最も多く、５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

・将来的に、一番下の子どもが何歳になったころに就労したいか 

問 4-1 において、「2.将来的に、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい」を

選択した方の、就労希望時期については、「３歳になったころ」（22.9％）が最も多く、次い

で「６歳」（21.0％）、「７歳」（15.0％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２０ 

 

人数 割合

1.　フルタイム 15 17.6%

2.　パートタイム、アルバイト

等
65 76.5%

無回答 5 5.9%

合計 85 100.0%

人数 割合

2日 1 1.5%

3日 17 26.2%

4日 21 32.3%

5日 22 33.8%

無回答 4 6.2%

合計 65 100.0%

人数 割合

3時間 2 3.1%

4時間 29 44.6%

5時間 24 36.9%

6時間 4 6.2%

7時間 1 1.5%

8時間 1 1.5%

無回答 4 6.2%

合計 65 100.0%

 

・すぐにでも就労したい方の、希望する就労形態 

問 4-1 において、「3．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選択した方の、希

望する就労形態については、「2. パートタイム、アルバイト等」（76.5％）が最も多く、７

割を超えています。 

 

 

 

・１週あたり（ ）日 

上記設問で、「2．パートタイム、アルバイト等」を選択した方の、１週あたりの勤務

希望日数については、「５日」（33.8％）が最も多く、次いで「４日」（32.3％）、「３日」

（26.2％）となっています。 

 

 

 

 

・１日あたり（ ）時間 

上記設問で、「2．パートタイム、アルバイト等」を選択した方の、１日あたりの勤務

希望時間については、「４時間」（44.6％）が最も多く、次いで「５時間」（36.9％）と続

きます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

２１ 

 

人数 割合

1.　子育てや家事などに専

念したい(就労の予定はな
い)

2 33.3%

3.　すぐにでも、もしくは１年
以内に就労したい

2 33.3%

無回答 2 33.3%

合計 6 100.0%

人数 割合

1.　フルタイム 2 100.0%

合計 2 100.0%

問 4-2 父親 就労希望状況 

就労希望については、「1. 子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」（33.3％）、

「3. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（33.3％）となっています。 

 

 

 

 

希望する就労形態 

問 4-2 において、「3．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選択した方の、希

望する就労形態については、「1. フルタイム」（100.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２２ 

 

人数 割合

1.　ある 383 43.9%

2.　ない 413 47.3%

無回答 77 8.8%

合計 873 100.0%

人数 割合

1.　働いていなかった 401 46.0%

2.　取得した（取得中である） 167 19.2%

3.　取得していない 243 27.9%

無回答 61 7.0%

合計 872 100.0%

人数 割合

1.　働いていなかった 5 0.6%

2.　取得した（取得中である） 8 1.0%

3.　取得していない 719 87.6%

無回答 89 10.8%

合計 821 100.0%

３ 育児休業制度・職場での両立支援制度について 

問5 現在の勤務先に、育児休業制度はありますか。 

勤務先の育児休業制度の有無については、「2. ない」（47.3％）、「1. ある」（43.9％）と

なっています。 

 

 

 

 

問6 母親または父親が育児休業を取得しましたか。 

母親 育児休業制度取得状況 

育児休業の取得状況については、そもそも「1． 働いていなかった」（46.0％）が最も多

く、働いていた方についても、「2．取得していない」（27.9％）が多い結果となりました。 

 

 

 

 

父親 育児休業制度取得状況 

「3．取得していない」（87.6％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２３ 

 

件数 割合

1.　職場に育児休業を取りにくい雰囲気が
あった

60 24.7%

2.　収入減となり、経済的に苦しくなる 30 12.3%

3.　配偶者が育児休業制度を利用した 1 0.4%

4.　仕事が忙しかった 16 6.6%

5.　（産休後に）仕事に早く復帰したかった 11 4.5%

6.　仕事に戻るのが難しそうだった 28 11.5%

8.　保育所などに預けることができた 24 9.9%

9.　配偶者が家事に専念できる、親族にみ
てもらえるなど、制度を利用する必要がな
かった

9 3.7%

10.　子育てや家事に専念するため退職し
た

101 41.6%

11.　職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

72 29.6%

12.　有期雇用のため育児休業の取得要
件を満たさなかった

11 4.5%

13.　育児休業を取得できることを知らな
かった

2 0.8%

14.　産前産後の休暇（産前６週間、産後８
週間）を取得できることを知らず、退職した

7 2.9%

15.　その他 23 9.5%

問6-1 育児休業を取得していない理由は何ですか。 

    ※問6で、「3．取得していない」を選択した方について（複数回答） 

母親 育児休業を取得していない理由 

「10．子育てや家事に専念するため退職した」（41.6％）が最も多く、次いで「11．職場に

育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」（29.6％）「1．職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった」（24.7％）の順に多い結果となっています。 

ｎ＝243 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２４ 

 

件数 割合

1.　職場に育児休業を取りにくい雰囲気が
あった

203 28.2%

2.　収入減となり、経済的に苦しくなる 229 31.8%

3.　配偶者が育児休業制度を利用した 94 13.1%

4.　仕事が忙しかった 189 26.3%

5.　（産休後に）仕事に早く復帰したかった 4 0.6%

6.　仕事に戻るのが難しそうだった 51 7.1%

7.　昇給・昇格などが遅れそうだった 39 5.4%

8.　保育所などに預けることができた 16 2.2%

9.　配偶者が家事に専念できる、親族にみ
てもらえるなど、制度を利用する必要がな
かった

271 37.7%

10.　子育てや家事に専念するため退職し
た

2 0.3%

11.　職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

141 19.6%

12.　有期雇用のため育児休業の取得要
件を満たさなかった

2 0.3%

13.　育児休業を取得できることを知らな
かった

15 2.1%

14.　産前産後の休暇（産前６週間、産後８
週間）を取得できることを知らず、退職した

1 0.1%

15.　その他 33 4.6%

父親 育児休業を取得していない理由 

「9．配偶者が家事に専念できる、親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかっ

た」（37.7％）が最も多く、次いで「2．収入減となり、経済的に苦しくなる」（31.8％）「1．

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（28.2％）の順に多い結果となっています。 

 

ｎ＝719 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２５ 

 

人数 割合

1.　育児休業取得後、職場に
復帰した

110 65.9%

2.　現在も育児休業中である 29 17.4%

3.　育児休業中に離職した 12 7.2%

無回答 16 9.6%

合計 167 100.0%

問6-2 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、そして、子ども

が満３歳になるまでの育児休業等の期間について健康保険料および厚生年金保険料が

免除になる仕組みがありますが、それらの仕組みをご存じでしたか。 

「4. 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」（44.1%）が最も多く、次いで

「2. 育児休業給付のみ知っていた」（23.4%）が多くなっています。 

 

 

問6-3 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

    ※問6で、「2．取得した（取得中である）」を選択した方について 

（１）母親 

「1．育児休業取得後、職場に復帰した」（65.9%）が最も多くなっています。 

 

 

 

（２）父親 

「1．育児休業取得後、職場に復帰した」（75.0%）が最も多くなっています。 

 

  

人数 割合

1.　育児休業給付、保険料免
除のいずれも知っていた

140 16.0%

2.　育児休業給付のみ知って
いた

204 23.4%

3.　保険料免除のみ知ってい
た

13 1.5%

4.　育児休業給付、保険料免
除のいずれも知らなかった

385 44.1%

無回答 131 15.0%

合計 873 100.0%

人数 割合

1.　育児休業取得後、職場に

復帰した
6 75.0%

無回答 2 25.0%

合計 8 100.0%



 

２６ 

 

人数 割合

1.　年度初めの入所に合わせ

たタイミングだった
40 36.4%

2.　それ以外だった 68 61.8%

無回答 2 1.8%

合計 110 100.0%

人数 割合

2.　それ以外だった 5 83.3%

無回答 1 16.7%

合計 6 100.0%

問6-4 育児休業から職場に復帰したのは、保育所入所のできる年度初めでしたか。ある

いはそれ以外でしたか。 

  ※問6-3で、「1．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方について 

（１）母親 

「2．それ以外だった」（61.8%）が最も多くなっています。 

 

 

 

（２）父親 

「2．それ以外だった」（83.3%）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

  



 

２７ 

 

問6-5 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何カ月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」

としてはお子さんが何歳何カ月のときまで取りたかったですか。 

  ※問6-3で、「1．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方について 

（１）母親 

 実際 

５割の方が、６カ月超～１歳以下の期間と回答しています。 

 

 希望 

全体的に実際の取得よりも多い期間を答える方が多い傾向がありましたが、やはり６カ月超～

１歳以下の期間を回答する方（32.7%）が最も多く、次いで２歳６カ月超～３歳以下の期間を回答

する方（23.6%）を回答する方が多くなっています。 

 

 

  

人数 割合

生後～6カ月まで 31 28.2%

6カ月超～1歳以下 55 50.0%

1歳超～1歳6カ月以下 16 14.5%

1歳6カ月超～2歳以下 4 3.6%

2歳超～2歳6カ月以下 1 0.9%

2歳6カ月超～3歳以下 1 0.9%

無回答 2 1.8%

合計 110 100.0%

人数 割合

生後～6カ月まで 5 4.5%

6カ月超～1歳以下 36 32.7%

1歳超～1歳6カ月以下 14 12.7%

1歳6カ月超～2歳以下 11 10.0%

2歳超～2歳6カ月以下 1 0.9%

2歳6カ月超～3歳以下 26 23.6%

4歳超～4歳6カ月以下 2 1.8%

無回答 15 13.6%

合計 110 100.0%



 

２８ 

 

（２）父親 

 実際 

父親の育児休業取得期間は、以下のようになっています。 

 

 希望 

父親の育児休業取得希望期間は、以下のようになっています。 

 

 

  

人数 割合

6カ月超～1歳以下 2 33.3%

無回答 4 66.7%

合計 6 100.0%

人数 割合

6カ月超～1歳以下 1 16.7%

2歳6カ月超～3歳以下 1 16.7%

無回答 4 66.7%

合計 6 100.0%



 

２９ 

 

人数 割合

1日 5 0.5%

2日 11 1.1%

3日 8 0.8%

4日 17 1.6%

5日 524 50.4%

6日 132 12.7%

7日 2 0.2%

無回答 340 32.7%

合計 1039 100.0%

人数 割合

7時 44 4.2%

8時 325 31.3%

9時 293 28.2%

10時 35 3.4%

11時 1 0.1%

無回答 341 32.8%

合計 1039 100.0%

人数 割合

11時 3 0.3%

12時 6 0.6%

13時 10 1.0%

14時 216 20.8%

15時 85 8.2%

16時 55 5.3%

17時 117 11.3%

18時 180 17.3%

19時 22 2.1%

20時 2 0.2%

無回答 343 33.0%

合計 1039 100.0%

４ 就学前のお子さんの平日の幼稚園・保育所などの利用について 

問7－1 平日に、幼稚園や保育所などについて、現在どのくらい利用していますか。また、

来年度は、希望としてはどのくらい利用したいですか。また、現在、未就園で、本年度

や来年度に利用したいサービスはありますか。 

（１）現在の利用状況 

 

 

１週あたり         何時から           何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの年齢があがるにつれ、「1． どこにも預けていない」方の割合が減少していきます。

幼稚園利用者合計と、認可保育園利用者合計ともに、全体の 25％ほどを占めています。認定こど

も園利用者を含んで見ると、就学前児童の約６割が何らかの公的なサービスにお子さんを預けて

いることになります。  

人数 割合 人数 割合 人数 割合

1.　 どこにも預けていない 108 66.3% 169 50.8% 47 7.7% 324 29.3%

2.　 花川マリア幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 38 6.3% 38 3.4%

3. 　花川わかば幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 61 10.0% 61 5.5%

4.　 花川北陽幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 37 6.1% 37 3.4%

5.　 ミナクル幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 84 13.8% 84 7.6%

6. 　花川南幼稚園・保育園（認定こども園） 4 2.5% 14 4.2% 71 11.7% 89 8.1%

7. 　市外の幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 57 9.4% 57 5.2%

8. 　石狩仲よし保育園 3 1.8% 7 2.1% 16 2.6% 26 2.4%

9.　 えるむ保育園 4 2.5% 11 3.3% 15 2.5% 30 2.7%

10. 　友愛保育園 2 1.2% 9 2.7% 14 2.3% 25 2.3%

11. 　まきば保育園 2 1.2% 10 3.0% 20 3.3% 32 2.9%

12. 　南線光の子保育園 4 2.5% 14 4.2% 33 5.4% 51 4.6%

13.　 緑苑台子どもの家保育園 0 0.0% 14 4.2% 21 3.5% 35 3.2%

14. 　えるむの森保育園 6 3.7% 12 3.6% 22 3.6% 40 3.6%

15.　 くるみ保育園 1 0.6% 3 0.9% 5 0.8% 9 0.8%

16.　 厚田保育園 0 0.0% 1 0.3% 4 0.7% 5 0.5%

17.　 聚富保育園 0 0.0% 0 0.0% 6 1.0% 6 0.5%

18.　 はまます保育園 0 0.0% 1 0.3% 5 0.8% 6 0.5%

19. 　市外の認可保育園 0 0.0% 2 0.6% 1 0.2% 3 0.3%

21. 　事業所内保育施設 2 1.2% 6 1.8% 6 1.0% 14 1.3%

22. 　石狩共同乳児保育園たんぽぽ 2 1.2% 7 2.1% 4 0.7% 13 1.2%

23. 　乳幼児保育はらっぱ 2 1.2% 4 1.2% 1 0.2% 7 0.6%

24. 　その他の認可外保育施設 1 0.6% 3 0.9% 5 0.8% 9 0.8%

26.　 いしかりファミリー・サポート・センター 1 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1%

27.　 その他 4 2.5% 16 4.8% 38 6.3% 58 5.3%

無回答 18 11.0% 35 10.5% 12 2.0% 65 5.9%

163 333 608 1104

0歳 1・2歳

保育区分別年齢 合計

3～5歳
人数 割合

合計

現在の利用
状況



 

３０ 

 

人数 割合

1日 8 0.8%

2日 5 0.5%

3日 9 0.9%

4日 8 0.8%

5日 422 40.4%

6日 118 11.3%

7日 5 0.5%

無回答 470 45.0%

合計 1045 100.0%

人数 割合

7時 40 3.8%

8時 271 25.9%

9時 229 21.9%

10時 29 2.8%

17時 1 0.1%

無回答 475 45.5%

合計 1045 100.0%

人数 割合

11時 2 0.2%

12時 9 0.9%

13時 9 0.9%

14時 132 12.6%

15時 75 7.2%

16時 45 4.3%

17時 107 10.2%

18時 161 15.4%

19時 25 2.4%

20時 3 0.3%

21時 1 0.1%

無回答 476 45.6%

合計 1045 100.0%

 

（２）本年度の希望 

 

１週あたり          何時から          何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの年齢があがるにつれ、「1． どこにも預けていない」方の割合が減少していく傾向

は現在利用と同様ですが、本年度の希望においてはその割合は微減しています。一方で、幼稚園

利用希望者合計と、認可保育園利用希望者合計ともに、現在利用よりも微増しており、認定こど

も園利用希望者を含んで見ると、就学前児童の保育ニーズは、わずかながら現状よりも高いもの

だと思われます。 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合

1.　 どこにも預けていない 97 59.5% 159 47.7% 38 6.3% 294 26.6%

2.　 花川マリア幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 39 6.4% 39 3.5%

3. 　花川わかば幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 61 10.0% 61 5.5%

4.　 花川北陽幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 37 6.1% 37 3.4%

5.　 ミナクル幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 86 14.1% 86 7.8%

6. 　花川南幼稚園・保育園（認定こども園） 6 3.7% 17 5.1% 72 11.8% 95 8.6%

7. 　市外の幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 58 9.5% 58 5.3%

8. 　石狩仲よし保育園 3 1.8% 7 2.1% 18 3.0% 28 2.5%

9.　 えるむ保育園 6 3.7% 12 3.6% 15 2.5% 33 3.0%

10. 　友愛保育園 2 1.2% 11 3.3% 15 2.5% 28 2.5%

11. 　まきば保育園 5 3.1% 11 3.3% 20 3.3% 36 3.3%

12.   南線光の子保育園 7 4.3% 17 5.1% 36 5.9% 60 5.4%

13.　 緑苑台子どもの家保育園 1 0.6% 16 4.8% 21 3.5% 38 3.4%

14. 　えるむの森保育園 8 4.9% 14 4.2% 22 3.6% 44 4.0%

15.　 くるみ保育園 2 1.2% 3 0.9% 5 0.8% 10 0.9%

16.　 厚田保育園 0 0.0% 1 0.3% 4 0.7% 5 0.5%

17.　 聚富保育園 0 0.0% 1 0.3% 7 1.2% 8 0.7%

18.　 はまます保育園 0 0.0% 1 0.3% 5 0.8% 6 0.5%

19. 　市外の認可保育園 0 0.0% 2 0.6% 2 0.3% 4 0.4%

21. 　事業所内保育施設 1 0.6% 5 1.5% 5 0.8% 11 1.0%

22. 　石狩共同乳児保育園たんぽぽ 0 0.0% 8 2.4% 3 0.5% 11 1.0%

23. 　乳幼児保育はらっぱ 3 1.8% 3 0.9% 1 0.2% 7 0.6%

24. 　その他の認可外保育施設 1 0.6% 3 0.9% 4 0.7% 8 0.7%

26.　 いしかりファミリー・サポート・センター 3 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.3%

27.　 その他 5 3.1% 13 3.9% 34 5.6% 52 4.7%

無回答 16 9.8% 33 9.9% 10 1.6% 59 5.3%

163 333 608 1104

保育区分別年齢 合計

0歳 1・2歳 3～5歳
人数

本年度の希
望

合計

割合



 

３１ 

 

人数 割合

7時 45 6.1%

8時 277 37.4%

9時 272 36.7%

10時 25 3.4%

13時 2 0.3%

14時 1 0.1%

無回答 119 16.1%

合計 741 100.0%

人数 割合

11時 3 0.4%

12時 11 1.5%

13時 10 1.3%

14時 144 19.4%

15時 88 11.9%

16時 56 7.6%

17時 108 14.6%

18時 166 22.4%

19時 31 4.2%

20時 4 0.5%

21時 1 0.1%

無回答 119 16.1%

合計 741 100.0%

人数 割合

1日 10 1.3%

2日 9 1.2%

3日 7 0.9%

4日 7 0.9%

5日 462 62.3%

6日 127 17.1%

7日 5 0.7%

無回答 114 15.4%

合計 741 100.0%

（３）来年度の希望 

 

 

１週あたり          何時から          何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度の希望においても、幼稚園利用希望者合計と、認可保育園利用希望者合計ともに、現状

と近い割合を示しています。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合

1.　 どこにも預けていない 48 29.4% 53 15.9% 10 1.6% 111 10.1%

2.　 花川マリア幼稚園 0 0.0% 9 2.7% 27 4.4% 36 3.3%

3. 　花川わかば幼稚園 0 0.0% 14 4.2% 42 6.9% 56 5.1%

4.　 花川北陽幼稚園 0 0.0% 10 3.0% 28 4.6% 38 3.4%

5.　 ミナクル幼稚園 1 0.6% 13 3.9% 57 9.4% 71 6.4%

6. 　花川南幼稚園・保育園（認定こども園） 9 5.5% 22 6.6% 49 8.1% 80 7.2%

7. 　市外の幼稚園 0 0.0% 8 2.4% 35 5.8% 43 3.9%

8. 　石狩仲よし保育園 3 1.8% 7 2.1% 13 2.1% 23 2.1%

9.　 えるむ保育園 7 4.3% 13 3.9% 11 1.8% 31 2.8%

10. 　友愛保育園 3 1.8% 13 3.9% 10 1.6% 26 2.4%

11. 　まきば保育園 7 4.3% 10 3.0% 15 2.5% 32 2.9%

12.   南線光の子保育園 11 6.7% 22 6.6% 19 3.1% 52 4.7%

13.　 緑苑台子どもの家保育園 2 1.2% 14 4.2% 15 2.5% 31 2.8%

14. 　えるむの森保育園 6 3.7% 15 4.5% 13 2.1% 34 3.1%

15.　 くるみ保育園 1 0.6% 6 1.8% 1 0.2% 8 0.7%

16.　 厚田保育園 0 0.0% 5 1.5% 3 0.5% 8 0.7%

17.　 聚富保育園 0 0.0% 2 0.6% 7 1.2% 9 0.8%

18.　 はまます保育園 0 0.0% 2 0.6% 2 0.3% 4 0.4%

19. 　市外の認可保育園 1 0.6% 1 0.3% 1 0.2% 3 0.3%

21. 　事業所内保育施設 1 0.6% 4 1.2% 3 0.5% 8 0.7%

22. 　石狩共同乳児保育園たんぽぽ 0 0.0% 4 1.2% 2 0.3% 6 0.5%

23. 　乳幼児保育はらっぱ 2 1.2% 3 0.9% 1 0.2% 6 0.5%

24. 　その他の認可外保育施設 1 0.6% 2 0.6% 3 0.5% 6 0.5%

26.　 いしかりファミリー・サポート・センター 1 0.6% 1 0.3% 0 0.0% 2 0.2%

27.　 その他 4 2.5% 10 3.0% 21 3.5% 35 3.2%

無回答 59 36.2% 79 23.7% 225 37.0% 363 32.9%

163 333 608 1104

保育区分別年齢 合計

0歳 1・2歳 3～5歳
人数 割合

来年度の希望

合計



 

３２ 

 

n=517
件数 割合

1.　子どもの教育や発達のため 297 57.4%

2.　子育て（教育を含む）をしている方
が現在就労している

326 63.1%

3.　子育て（教育を含む）をしている方
が就労予定がある／求職中である

13 2.5%

4.　子育て（教育を含む）をしている方
が家族・親族などを介護している

2 0.4%

5.　子育て（教育を含む）をしている方
が病気や障がいがある

5 1.0%

6.　子育て（教育を含む）をしている方
が学生である

2 0.4%

7.　その他 4 0.8%

利用している
理由

n=288
件数 割合

1.　 利用する必要がない（子どもの
教育や発達のため、あるいは、特に

就労していないなどの理由で）

143 49.7%

2.　子どもの祖父母や親戚の人がみ

ている
24 8.3%

3.　近所の人や父母の友人・知人が
みている

0 0.3%

4.　利用したいが、保育・教育施設に
空きがない

8 2.8%

5.　利用したいが、経済的な理由で施
設を利用できない

29 10.1%

6.　利用したいが、延長・夜間等の時
間帯の条件が合わない

5 1.7%

7.　利用したいが、事業の質や場所な
ど、納得できる施設がない

6 2.1%

8.　子どもがもう少し大きくなったら利
用しようと考えている

146 50.7%

9.　その他 20 6.9%

預けていない

理由

問7-2 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用されている理由についてうかがいま

す。※複数回答 

「2. 子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」（63.1%）が最も多く、次いで

「1. 子どもの教育や発達のため」（57.4%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問7-3 預けていない理由は何ですか。 

   ※問7（7-1）で、「1．どこにも預けていない」を選択した方について（複数回答） 

「8. 子どもがもう少し大きくなったら利用しようと考えている」（50.7%）が最も多く、次い

で「1.  利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、あるいは、特に就労していないなど

の理由で）」（49.7%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３３ 

 

人数 割合

11時 1 0.3%

12時 14 4.0%

13時 11 3.1%

14時 18 5.1%

15時 39 11.0%

16時 61 17.3%

17時 70 19.8%

18時 114 32.3%

19時 15 4.2%

20時 2 0.6%

無回答 8 2.3%

合計 353 100.0%

人数 割合

7時 37 10.5%

8時 181 51.3%

9時 121 34.3%

10時 6 1.7%

12時 1 0.3%

無回答 7 2.0%

合計 353 100.0%

人数 割合

1.　 利用する必要はない 572 51.8%

2.　ほぼ毎週利用したい 152 13.8%

3.　月に１～２回は利用したい 204 18.5%

無回答 176 15.9%

合計 1104 100.0%

５ 就学前のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育所など

の利用希望について 

問8 土日・祝日に、幼稚園や保育所などの利用希望はありますか（一時的な利用は除き

ます）。 

（１）土曜日 

利用意向 

「1. 利用する必要はない」（51.8%）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

何時から               何時まで 

 

 

 

 

 

 

  



 

３４ 

 

人数 割合

7時 10 6.8%

8時 86 58.1%

9時 43 29.1%

10時 6 4.1%

無回答 3 2.0%

合計 148 100.0%

人数 割合

12時 2 1.4%

13時 1 0.7%

14時 11 7.4%

15時 16 10.8%

16時 14 9.5%

17時 30 20.3%

18時 63 42.6%

19時 7 4.7%

20時 1 0.7%

無回答 3 2.0%

合計 148 100.0%

人数 割合

1.　 利用する必要はない 543 49.2%

2.　ほぼ毎週利用したい 29 2.6%

3.　月に１～２回は利用したい 119 10.8%

無回答 413 37.4%

合計 1104 100.0%

（２）日曜・祝日 

利用意向 

「1. 利用する必要はない」（49.2%）と最も多く、無回答が約４割でした。 

全体として利用意向を回答した方は、約１割強でした。 

 

 

 

 

 

 

何時から               何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３５ 

 

人数 割合

1.　利用する必要はない 415 47.5%

2.　休みの期間中、ほぼ毎日利
用したい

91 10.4%

3.　休みの期間中、週に数日利用
したい

163 18.7%

無回答 204 23.4%

合計 873 100.0%

人数 割合

7時 18 7.1%

8時 102 40.2%

9時 113 44.5%

10時 14 5.5%

11時 1 0.4%

12時 2 0.8%

13時 2 0.8%

無回答 2 0.8%

合計 254 100.0%

人数 割合

11時 2 0.8%

12時 5 2.0%

13時 5 2.0%

14時 32 12.6%

15時 56 22.0%

16時 40 15.7%

17時 47 18.5%

18時 48 18.9%

19時 14 5.5%

20時 2 0.8%

21時 1 0.4%

無回答 2 0.8%

合計 254 100.0%

問9 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休暇中に幼稚園の預かり保育などの保

育サービスを利用したいですか。 

利用意向 

「1. 利用する必要はない」（47.5%）と最も多く、無回答が約２割でした。 

全体として利用意向を回答した方は、約３割弱でした。 

 

 

 

 

 

 

何時から               何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３６ 

 

人数 割合

あった 448 51.3%

なかった 298 34.1%

無回答 127 14.5%

合計 873 100.0%

全世帯の
利用合計

日数
回答世帯数 平均日数

父親が休んだ 186 48 3.9
母親が休んだ 1296 233 5.6
親族・知人に看てもらった 704 113 6.2
就労していない方の父母が看た 965 135 7.1
病児・病後児保育 4 2 2.0
ベビー・シッター 0 0 0.0
いしかりファミリー・サポート・センター 28 9 3.1
子どもが留守番 3 1 3.0
その他 91 10 9.1

６ お子さんの病気の際の対応について 

問10 この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所、小学校へ行けなかったこ

とはありますか。 

「あった」と回答した方が、５割を上回っています。 

 

 

 

 

 

問10-1 この１年間に行った対処方法について。 

     ※問10において、「あった」を選択した方について（複数回答） 

「あった」と回答した 448 世帯のうち、約半数が、「母親が休んだ」対処をしています。何らか

のサービスを利用した方は、いずれも 10 世帯を割り込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３７ 

 

人数 割合

1日 4 10.3%

2日 6 15.4%

3日 10 25.6%

5日 8 20.5%

10日 2 5.1%

15日 2 5.1%

20日 3 7.7%

無回答 4 10.3%

合計 39 100.0%

人数 割合

病児・病後児保育施設等に
預けられればよかった

39 15.7%

利用したいとは思わなかった 143 57.7%

利用したかったが、利用でき
なかった

56 22.6%

無回答 10 4.0%

合計 248 100.0%

問10-2 休んだ日数のうち、何日くらい「病児・病後児のための保育施設等に預けられれ

ばよかった」と思った日がありましたか。 

「利用したいとは思わなかった」（57.7%）が最も多く、「病児・病後児保育施設等に預けられれ

ばよかった」と回答した方は１割強ほどでした。 

 

 

 

 

 

 

・何日くらい預けられればよかったか 

「病児・病後児保育施設等に預けられればよかった」と回答した方の希望する、年間利用日数

については、５日以下で約７割強を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３８ 

 

n=276

人数 割合

病児・病後児を他人にみて
もらうのは不安

41 14.9%

地域の事業の質に不安が
ある

196 71.0%

地域の事業の利便性（立
地や利用可能時間 日数な
ど）がよくない

77 27.9%

利用料がかかる・高い 31 11.2%

利用料がわからない 2 0.7%

その他 8 2.9%

無回答 35 12.7%

問10－3 「利用したいとは思わなかった」「利用したかったが、利用できなかった」（問10-2

の選択肢）理由について。※複数回答 

「地域の事業の質に不安がある」（71.0%）が最も多く、次いで「地域の事業の利便性（立地や

利用可能時間、日数など）がよくない」（27.9％）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３９ 

 

利用した世帯の
利用合計日数

利用した世帯数 平均日数

一時預かり保育 436 28 15.6
幼稚園の預かり保育 1507 76 19.8
いしかりファミリー・サポート・
センター

127 33 3.8

トワイライトステイ 10 2 5.0
ベビーシッター 9 2 4.5
その他 85 8 10.6

n=642

人数 割合

特に利用する必要がない 495 77.1%

利用したい事業が地域にない 15 2.3%

地域の事業の質に不安がある 21 3.3%

地域の事業の利便性（立地や
利用可能時間・日数など）がよく

ない

26 4.0%

利用料がかかる・高い 122 19.0%

利用料がわからない 41 6.4%

自分が事業の対象者になるの
かどうかわからない

34 5.3%

事業の利用方法（手続き等）が

わからない
54 8.4%

その他 27 4.2%

無回答 8 1.2%

ｎ=873 

７ 不定期の教育・保育サービス・宿泊を伴う一時預かり等の利用につ

いて 

問11 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。

※複数回答 

「幼稚園の預かり保育」が最も多く、76 世帯の方が利用しています。次いで「いしかりファミ

リー・サポート・センター」が 33 世帯の方が利用しています。 

（何らかの不定期な預かりサービスを利用している世帯は、231 世帯（全体世帯の 26.4%）でした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11-1 「利用していない」「利用したかったが、利用できなかった」（問11の選択肢）理

由について。 ※複数回答 

「特に利用する必要がない」（77.1%）がほとんどを占め、その他の選択肢においては「利用料

がかかる・高い」（19.0%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４０ 

 

利用したい世帯の
利用合計日数

利用したい世帯数 平均日数

私用、リフレッシュ目的 1772 183 9.7
冠婚葬祭等 1047 152 6.9
不定期就労 1760 75 23.5
その他 233 17 13.7
合計 4812 275 17.5

ｎ=873 

ｎ=873 

問12 問11のような事業について、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日

くらい利用したいですか。 

私用やリフレッシュ目的で利用する世帯が最も多く、不定期就労目的でののべ利用希望日数が

最も多くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

問13 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子

さんを泊まりがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか（預け先が見つ

からなかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法をお答えください。

※複数回答 

親族・知人にみてもらった世帯が最も多く、何らかのサービスを利用した世帯は 10 を割り込み

ました。 

 

 

  

利用した世帯の
利用合計日数

利用した世帯数 平均日数

親族・知人にみてもらった 258 121 2.1
ショートステイ 10 1 10.0
ショートステイ以外の保育 27 4 6.8
同行させた 67 36 1.9
留守番させた 29 7 4.1
その他 9 5 1.8



 

４１ 

 

人数 割合
小学１年生 47 54.7%
小学２年生 19 22.1%
小学３年生 18 20.9%
小学４年生 2 2.3%

合計 86 100.0%

人数 割合
１日 1 1.2%
２日 1 1.2%

３日 4 4.7%
４日 9 10.5%
５日 46 53.5%

６日 23 26.7%
無回答 2 2.3%
合計 86 100.0%

人数 割合

16時まで 8 9.3%

17時まで 24 27.9%

18時まで 52 60.5%

19時まで 1 1.2%

無回答 1 1.2%

合計 86 100.0%

８ 放課後児童クラブの利用希望について 

問14 ５歳以上のお子さんの「放課後児童クラブ」の利用状況・希望についてうかがいま

す。 

（１）現在の利用状況 

利用していると回答した方の中で、小学１年生が半数以上を占めました。また「５日」利用の

「18 時まで」がそれぞれ最も多くなっています。 

・学年別利用者 

 

 

 

 

・１週当たり 

 

 

 

 

 

・何時まで 

 

 

 

 

  



 

４２ 

 

人数 割合

5歳 38 27.3%

小学1年生 50 36.0%

小学2年生 20 14.4%

小学3年生 20 14.4%

小学4年生 4 2.9%

小学5年生 7 5.0%

合計 139 100.0%

人数 割合

2日 2 1.4%

3日 13 9.4%

4日 14 10.1%

5日 72 51.8%

6日 37 26.6%

無回答 1 0.7%

合計 139 100.0%

人数 割合

15時まで 6 4.3%

16時まで 10 7.2%

17時まで 34 24.5%

18時まで 70 50.4%

19時まで 18 12.9%

無回答 1 0.7%

合計 139 100.0%

（２）来年度の希望 

現在利用（78 人）を大きく上回る 139 人の方が、来年度利用したいと回答しています。ただし

その中には、高学年の児童も１割弱含まれています。 

また、利用の内容については、現在利用と同様に「５日」利用の「18 時まで」がそれぞれ最も

多くなっています 

 

・学年別希望者 

 

 

 

 

 

 

・１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

・何時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４３ 

 

n=873

人数 割合

1.　日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 229 26.2%

2.　緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる
505 57.8%

3.　日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる
28 3.2%

4.　緊急時もしくは用事の際には子どもをみて

もらえる友人・知人がいる
111 12.7%

5.　いずれもない 123 14.1%

無回答 17 1.9%

９ 子育て環境について 

問15 お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）です

か。※複数回答 

「1. 父母ともに」（64.4%）が最も多く、次いで「2． 母親」（34.8%）が多くなっています。 

 

問16 お子さんの子育て（教育を含む）に、最も影響すると思われる環境について。 

※複数回答 

「1. 家庭」（96.2%）が最も多く、次いで「2． 幼稚園」（41.1%）が多くなっています。 

 

問17 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。※複数回答 

「2. 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（57.8%）が最も多く、次

いで「1. 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（26.2%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=873

人数 割合

1.　父母ともに 562 64.4%

2.　母親 304 34.8%

3.　父親 25 2.9%

4.　祖父母 206 23.6%

5.　認定こども園 47 5.4%

6.　幼稚園 194 22.2%

7.　保育所 206 23.6%

8.　その他 24 2.7%

無回答 7 0.8%

n=873

人数 割合

1.　家庭 840 96.2%

2.　地域 258 29.6%

3.　認定こども園 101 11.6%

4.　幼稚園 359 41.1%

5.　保育所 287 32.9%

6.　その他 28 3.2%

無回答 11 1.3%



 

４４ 

 

n=700

人数 割合

1.　祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や
時間的制約を心配することなく、安心して子ども
をみてもらえる

377 53.9%

2.　祖父母等の身体的負担が大きく心配である 159 22.7%

3.　祖父母等の親族の時間的制約や精神的な
負担が大きく心配である

144 20.6%

4.　自分たち親の立場として、負担をかけている
ことが心苦しい

183 26.1%

5.　子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、少し不安がある

60 8.6%

6.　その他 32 4.6%

無回答 3 0.4%

n=129

人数 割合

1.　友人・知人の身体的・精神的な負担や時間
的制約を心配することなく、安心して子どもをみ
てもらえる

61 47.3%

2.　友人・知人の身体的負担が大きく心配である 16 12.4%

3.　友人・知人の時間的制約や精神的な負担が
大きく心配である

32 24.8%

4.　自分たち親の立場として、負担をかけている
ことが心苦しい

45 34.9%

5.　子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか、少し不安がある

2 1.6%

6.　その他 4 3.1%

無回答 8 6.2%

問17-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

     ※問17で「1．」「2．」を選択した方について（※複数回答） 

「1. 祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子

どもをみてもらえる」（53.9%）が最も多く、次いで「4. 自分たち親の立場として、負担をかけ

ていることが心苦しい」（26.1%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17－2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

     ※問17で「3．」「4．」を選択した方について（※複数回答） 

「1. 友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ども

をみてもらえる」（47.3%）が最も多く、次いで「4. 自分たち親の立場として、負担をかけてい

ることが心苦しい」（34.9%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４５ 

 

n=873

人数 割合

1.　妊娠中に気軽に健康相談できる窓口がある

こと
284 32.5%

2.　妊娠中の健康管理に関する情報提供が得ら
れること

230 26.3%

3.　妊婦同士の交流機会があること 311 35.6%

4.　親となる心がまえや子どもとの関わり方など
に関する学習機会があること

226 25.9%

5.　経済的支援の充実 595 68.2%

6.　特に望むことはない 94 10.8%

7.　その他 30 3.4%

n=873

人数 割合

1.　地域子育て支援センター「えるむ」 33 3.8%

2.　子育てひろば「くるみの木広場」 17 1.9%

3.　子育てひろば「りとるきっず」 72 8.2%

4.　子育てひろば「もくば」 21 2.4%

5.　子育てひろば「こあらくらぶ」 5 0.6%

6.　利用していない 639 73.2%

無回答 124 14.2%

人数 割合

1日 9 27.3%

2日 7 21.2%

3日 1 3.0%

4日 8 24.2%

5日 2 6.1%

6日 1 3.0%

8日 1 3.0%

10日 1 3.0%

12日 1 3.0%

無回答 2 6.1%

合計 33 100.0%

問18 妊娠期から出産期に対しての支援として、どのようなことを望みますか。 

※複数回答 

「5. 経済的支援の充実」（68.2%）が最も多く、次いで「3. 妊婦同士の交流機会があること」

（35.6%）「1. 妊娠中に気軽に健康相談できる窓口があること」（32.5%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 現在の地域子育て支援拠点の利用状況について。 

・利用施設 

約７割を超える方が「利用していない」と回答しています。 

利用のある方の中では、「りとるきっず」の利用が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

・地域子育て支援センター「えるむ」の１月当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４６ 

 

人数 割合

4日 4 23.5%

5日 1 5.9%

8日 1 5.9%

無回答 11 64.7%

合計 17 100.0%

人数 割合

1日 26 36.1%

2日 12 16.7%

3日 3 4.2%

4日 7 9.7%

5日 1 1.4%

6日 1 1.4%

8日 2 2.8%

9日 1 1.4%

12日 2 2.8%

無回答 17 23.6%

合計 72 100.0%

人数 割合

1日 8 38.1%

4日 2 9.5%

5日 1 4.8%

8日 2 9.5%

12日 1 4.8%

無回答 7 33.3%

合計 21 100.0%

人数 割合

4日 1 20.0%

12日 1 20.0%

無回答 3 60.0%

合計 5 100.0%

・子育てひろば「くるみの木広場」の１月当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

・子育てひろば「りとるきっず」の１月当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子育てひろば「もくば」の１月当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

・子育てひろば「こあらくらぶ」の１月当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

  



 

４７ 

 

人数 割合

1.　利用していないが

利用したい
162 18.6%

2.　すでに利用してい

るが利用日数を増やし

たい

70 8.0%

3.　新たに利用したり、

利用日数を増やしたい
とは思わない

514 58.9%

無回答 127 14.5%

合計 873 100.0%

人数 割合

1日 31 19.1%

2日 26 16.0%

3日 9 5.6%

4日 37 22.8%

5日 5 3.1%

6日 5 3.1%

8日 15 9.3%

10日 3 1.9%

12日 5 3.1%

15日 1 0.6%

16日 1 0.6%

20日 3 1.9%

24日 1 0.6%

無回答 20 12.3%

合計 162 100.0%

人数 割合

3日 2 2.9%

4日 16 22.9%

5日 1 1.4%

8日 7 10.0%

10日 1 1.4%

12日 10 14.3%

16日 1 1.4%

20日 1 1.4%

25日 1 1.4%

無回答 30 42.9%

合計 70 100.0%

問20 地域子育て支援拠点を、今は利用していないができれば今後利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思いますか。 

・今後の利用希望 

「3. 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が約６割を占めていますが、

現在よりも利用を増やしたい方が約３割いました。 

 

 

 

 

 

 

 

・「利用していないが利用したい」方の月当たり利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「すでに利用しているが利用日数を増やしたい」方の月当たり利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４８ 

 

n=873

人数 割合

1.　配偶者 706 80.9%

2.　祖父母やその他の親族 580 66.4%

3.　近所の友人・知人 416 47.5%

4.　幼稚園や保育所の親仲間 216 24.7%

5.　子育てサークルの仲間 22 2.5%

6.　保育士や幼稚園の先生 142 16.3%

7.　子育てボランティア 46 5.3%

9.　医師・保健師など医療保健関係者 37 4.2%

10.　公的な相談機関の人 28 3.3%

11.　その他 50 5.7%

無回答 17 1.9%

問21 子育てをする中で、経済的な面以外に、不安に思っていること、困っていることは

何ですか。※複数回答 

「1. しつけ・育児方法・接し方のこと」（53.5%）が最も多く、次いで「5. 通学時等、子ど

もだけでいるときの安全性」（41.5%）が多くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22 子育てに関する悩みをどのような人・機関に相談していますか。※複数回答 

「1. 配偶者」（80.9%）が最も多く、次いで「2. 祖父母やその他の親族」（66.4%）が多くな

っています。親族知人以外では、「6．保育士や幼稚園の先生」（16.3%）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=873

人数 割合

1.　しつけ・育児方法・接し方のこと 467 53.5%

2.　子どもの健康や性格に関すること 333 38.1%

3.　子どもの幼稚園や保育所に関すること 144 16.5%

4.　子どもの遊び場・生活環境に関すること 271 31.0%

5.　通学時等、子どもだけでいるときの安全性 362 41.5%

6.　子どもとふれあう時間が少ない 114 13.1%

7.　仕事と育児の両立に関すること 285 32.6%

8.　趣味や付き合いなど自分の時間が少ない 128 14.7%

9.　配偶者の協力が少ない 82 9.4%

10.　子どもを通じた近所付き合いがわずらわしい 53 6.1%

11.　その他 17 1.9%

12.　特にない 98 11.2%

無回答 15 1.7%



 

４９ 

 

n=873

人数 割合

1.　家族・知人を通じて 207 23.7%

2.　幼稚園や保育所を通じて 255 29.2%

3.　町内会・子ども会などを通じて 39 4.5%

4.　所属しているサークルなどを

通じて
10 1.1%

5.　健診を通じて 148 17.0%

6.　広報紙を見て 610 69.9%

7.　子育てガイドブック（ネット会議
発行）を見て

167 19.1%

8.　子育てネットマガジンを見て 40 4.6%

9.　あい・ボードを見て 20 2.3%

10.　ポスター・パンフレットを見て 46 5.3%

11.　新聞を見て 9 1.0%

12.　インターネット・ラジオ・テレビ

を通じて
51 5.8%

13.　その他 20 2.3%

無回答 38 4.4%

人数 割合

1.　感じる 61 7.0%

2.　やや感じる 106 12.1%

3.　４年前とあまり変わらない 128 14.7%

4.　あまり感じない 92 10.5%

5.　感じない 57 6.5%

6.　わからない 420 48.1%

無回答 9 1.0%

合計 873 100.0%

問23 石狩市の子育て支援サービスについて、どのように情報を得ていますか。 

※複数回答 

「6. 広報紙を見て」（69.9%）が最も多く、次いで「2. 幼稚園や保育所を通じて」（29.2%）

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24 ４年前と比べて、石狩市はより子どもを安心して産み育てることができるまちにな

ったと感じますか。 

「わからない」（48.1%）が最も多く、「感じる」「やや感じる」（市の子育て支援の成果を評価す

る回答）の合計が 19.1%、「４年前とあまり変わらない」「あまり感じない」「感じない」（市の子

育て支援の成果を評価しない回答）の合計が 31.7%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５０ 

 

n=167

人数 割合

 1.　広報紙やホームページの子育て情報
の内容がいい

79 47.3%

 2.　地域子育て支援拠点が充実している 74 44.3%

 3.　子育てボランティアが助けてくれる 27 16.2%

 4.　低年齢児への保育ニーズが充実して

いる
42 25.1%

 5.　体調の悪い子どもを預けられる施設
がある

34 20.4%

 6.　障がいのある子どもとその家庭への
支援が充実している

10 6.0%

 7.　子育ての悩みを相談できる機関があ
る

39 23.4%

 8.　不登校やいじめについて相談できる
機関がある

14 8.4%

 9.　児童館が充実している 29 17.4%

10.　放課後児童クラブが充実している 17 10.2%

11.　育児休業制度や再雇用制度などによ
り、育児をしながら働きやすい環境である

4 2.4%

12.　医療費助成制度が充実している 48 28.7%

13.　遊び場が充実している 28 16.8%

14.　子どもの安全への十分な配慮がある 3 1.8%

15.　その他 12 7.2%

無回答 1 0.6%

問25 石狩市のどんなところが、子育てをしやすいと感じますか。 

    ※問24で「1．」「2．」を選択した方について（複数回答） 

「1.  広報紙やホームページの子育て情報の内容がいい」（47.3%）が最も多く、次いで「2. 地

域子育て支援拠点が充実している」（44.3%）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５１ 

 

n=277

人数 割合

 1.　子育て情報が少ない 108 39.0%

 2.　地域子育て支援拠点が充実していない 43 15.5%

 3.　子育てボランティアなど、子育てを支援してく
れる人がいない

25 9.0%

 4.　低年齢児への保育ニーズが充実していない 55 19.9%

 5.　幼稚園・保育所で預かってくれる時間が短い 36 13.0%

 6.　体調の悪い子どもを預けられる施設がない 50 18.1%

 7.　障がいのある子どもとその家庭への支援が
充実していない

11 4.0%

 8.　子育ての悩みを相談できる機関がない 11 4.0%

 9.　不登校やいじめについて相談できる機関が
ない

9 3.2%

10.　児童館が充実していない 35 12.6%

11.　放課後児童クラブが充実していない 59 21.3%

12.　育児をしながら働ける環境ではない 36 13.0%

13.　医療費助成制度が充実していない 75 27.1%

14.　遊び場が充実していない 96 34.7%

15.　子どもの安全への十分な配慮がない 66 23.8%

16.　その他 53 19.1%

無回答 24 8.7%

問26 石狩市のどんなところが、子育てをしにくいと感じますか。 

    ※問24で「3．」～「5．」を選択した方について（複数回答） 

「1. 子育て情報が少ない」（39.0%）が最も多く、次いで「14. 遊び場が充実していない」（34.7%）

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５２ 

 

１０ 自由意見【要旨】 

 

１ 保育園について（認可外保育施設のことも含む） 

意   見 件数 

預かり体制（一時保育の定員増、無料券の配布、バス送迎、休日・祝日預かり、延長

保育の時間延長、夜間預かり、病後児保育の対象疾患の拡充、手続きの簡素化） 
23 

保育料が高い 22 

入所基準（条件緩和、優先順位の見直し） 7 

保育園の新設 3 

保育料の助成制度の創設 2 

待機児童数等の情報を知りたい 1 

保育園の充実（具体例なし） 1 

日常の保育園生活の透明化 1 

待機児童対策（具体例なし） 1 

保育料の算定条件の見直し 1 

 

２ 幼稚園について 

意   見 件数 

預かり保育（料金が高い、平日の時間延長（7：00から）、土曜日の時間延長（19：00

まで）、バス送迎、振休対応、1.2 歳児も対象、各園の料金統一） 
9 

就園奨励費の条件緩和（長子の年齢拡大、金額増） 5 

公立幼稚園の建設 3 

2 歳児保育（就園奨励費の適用、年度途中の受入れ） 2 

保育料が高い 2 

親子参加行事を増やしてほしい 1 

情報の提示方法（わかりやすく） 1 

アフタースクールの充実 1 

 

 ３ 児童館及び放課後児童クラブについて 

意   見 件数 

放課後児童クラブの利用時間の延長（7：00～19：30） 14 

放課後児童クラブの利用学年の引上げ（6年生まで） 13 

放課後児童クラブの預かり体制（休日利用、平日の一時預かり） 13 

放課後児童クラブの利用基準（就労条件の緩和） 6 

学校からの放課後児童クラブへの移動の不安 2 

放課後児童クラブのおやつの復活 2 

既存の放課後児童クラブの利用スペースの拡充 2 

児童館の幼児開放での交流イベント 2 

児童館の内容充実（具体例なし） 2 

児童館の新設（樽川地区） 2 

放課後児童クラブの新設（厚田区） 1 

放課後児童クラブの手続きの簡素化 1 

放課後児童クラブの料金無料化 1 

学校内での放課後児童クラブの開設 1 



 

５３ 

 

児童館の幼児開放の時間延長（午後） 1 

児童館の利用時間（12：00～13：00 の開館） 1 

 

 ４ 学校について 

意   見 件数 

スクールバスの検討（南線小、花川中） 7 

校区（広すぎる、学校選択システムの検討） 7 

小学校の建設（樽川地区） 5 

中学校の建設（緑苑台地区） 2 

バス代の助成 2 

通学路の安全対策（ガードレール・交通標識・信号機の設置） 2 

障がいクラスの創設 1 

教育（学力・スポーツ）の向上 1 

特別支援学級についての教育委員会と学校との連携強化 1 

 

 ５ 子育て支援サービス・制度について 

意   見 件数 

情報の提示方法（冊子配布、わかりやすく、最新情報、保育園・幼稚園の合同説明会、

出産前後のサポート、食物アレルギー） 
29 

施設等の要望（屋内遊戯場、低料金の預かり施設、乳幼児用の遊び場、公共施設の開

放、病児保育 24 時間対応施設、花川南・樽川地区での建設、企業内保育所） 
27 

子育て支援環境が充実している（ファミサポ、子育て支援拠点、相談窓口、各種手当） 20 

サービス等の要望（休日の講演会、託児付き講演会、花川南地区での健診や講演会の

実施、病児・病後児保育の緊急時の対応、石狩市独自の手当創設、多子世帯への経済

支援、育休制度の創設、不妊治療の支援、出産時の支援） 

18 

交流の場の提供（同年代の子どもとその保護者、ひとり親家庭、高齢者、制度勉強会、

不用品リサイクル会） 
17 

子育て支援拠点（開設時間の延長、休日利用、プログラムの充実） 7 

ファミリー・サポート・センターの利用料が高い 7 

相談方法の充実（メールや手紙、知識向上） 5 

ごみ袋の無料配布（3歳まで延長、枚数の増加） 5 

ファミリー・サポート・センターの申請手続き（夜間・土日対応） 3 

産後子育てサポート（ファミサポ無料券）の期間延長（妊娠後、産後 1年間） 2 

おむつの無料配布 2 

ひとり親支援（へき地保育料の減額、児童扶養手当の算出方法の見直し） 2 

幼稚園・保育園の教育内容の統一 1 

幼稚園・保育園での兄弟（小学生）預かりの実施 1 

 

 ６ 医療・保健・健康増進について 

意   見 件数 

乳幼児医療費（助成期間の延長（中学校 3年生まで）、非課税世帯無料化、初診料無料

化、手続きの簡素化） 
33 

予防接種費用の助成 15 

小児科（夜間・休日当番の実施、新設） 8 

健診の実施（地区ごと、休日、自宅訪問、日数・回数の増加） 6 

フッ素塗布（予約制の導入、休日実施、期間延長（4歳以降）） 3 



 

５４ 

 

予防接種の学校での集団接種 1 

幼稚園・保育園での歯磨き指導の実施 1 

 

 ７ 子育て環境・生活環境について 

意   見 件数 

交通の便の改善（各施設への無料送迎バス、スクールバスの検討、タクシーチケット

の配布） 
26 

施設等の要望（自然を生かした場所、医療施設の充実、屋内遊技場、公共施設の開放） 10 

交流の場の提供（自然を生かした場所、同年代の子どもとその保護者、休日イベント、

託児付きの講座・映画上映会） 
9 

不審者対策の強化（警察署建設） 9 

公園（遊具の老朽化、ボール遊び禁止） 7 

水道料が高い 3 

交通安全（違法駐車の取り締まり、歩道の設置） 2 

サービスの地域間格差の解消 2 

買い物時のスーパー内での預かりサービス 1 

除雪をきれいにしてほしい 1 

企業の子育て支援制度の情報を知りたい 1 

資格取得サポート 1 

 

８ 障がいや発達に関する支援について 

意   見 件数 

小学校にデイサービスを作ってほしい 1 

放課後児童クラブで障がい児受入れ 1 

発達支援センターの活動周知（もっと PR すべき） 1 

幼稚園・保育園の専門教諭の更なる配置 1 

障がい支援の取組みの推進（具体例なし） 1 

診断やケアなどを市内で完結できる体制整備 1 

 

９ その他 

意   見 件数 

アンケートが分かりづらい 9 

（自身の）回答に対する説明 1 

期待しない 1 

引っ越してきたばかりで分からない 1 

 

 

  



 

５５ 
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